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第
三
十
六
回
全
国
漢
文
教
育
学
会
大
会
（
二
〇
二
一
年
十
月
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
研
究
発
表
資
料
（
東
北
大
・
三
浦
秀
一
）

い
つ
わ
り
の
真
心
―
―
『
孟
子
』
万
章
上
篇
所
掲
、
舜
の
兄
弟
愛
を
め
ぐ
る
明
末
人
士
の
解
釈
か
ら
―
―

は
じ
め
に

①
『
孟
子
』
万
章
上
篇
（
書
き
下
し
は
、
金
谷
治
『
孟
子
』
（
下
）
朝
日
新
聞
社
中
国

古
典
選
、
一
九
五
九
、
に
よ
る
。
ル
ビ
等
の
一
部
は
改
変
）

万
章
曰
わ
く
「
父
母
の
、
舜
を
し
て
廩
を

完

わ
し
め
し
と
き
、

階

を
捐
て
て
ち
ち

い

く
ら

つ
く
ろ

は
し
ご

す

の
瞽
瞍
は
廩
を
焚
け
り
。
井
を
浚
え
し
め
し
と
き
、
出
で
ん
と
す
れ
ば
従
り
て
こ
れ
を
揜

こ

そ

う

や

い
ど

さ
ら

い

よ

お
お

え
り
。
（
舜
の
）
お
と
う
と

象

は
曰
わ
く
『
あ
に
の
都
君
を

蓋

（
害
）
う
こ
と
を
謨
り

し
よ
う

そ
こ
な

は
か

し
は
、
咸
な
わ
が

績

な
り
。
牛
羊
は
父
母
に
、
倉
廩
も
父
母
に
、
干
戈
は
わ
れ
に
、
琴

み

て
が
ら

く

ら

た
て
ほ
こ

も
わ
れ
に
、
弤
も
わ
れ
に
、
二
り
の

嫂

に
は
わ
が

棲

を
治
め
し
め
ん
』
と
。
象
は
往

ゆ
み

ふ
た

あ
に
よ
め

ふ
し
ど

き
て
舜
の
宮
に
入
り
し
に
、
舜
は
牀
に
在
り
て
琴
ひ
け
り
。
象
は
『
鬱
陶
く
し
て
あ
に
君

い
え

ゆ
か

た

の

し

ぎ
み

を
思
え
る
の
み
』
と
い
い
て
忸
怩
た
れ
ば
、
舜
は
『
こ
れ
こ
の
臣
庶
、
汝
そ
れ
わ
が
于た

め

に
こ
れ
を
治
め
よ
』
と
い
え
り
と
。
識
ら
ず
、
舜
は
、
象
の
将
に
己
れ
を
殺
さ
ん
と
せ

し

ま
さ

お
の

し
こ
と
を
、
知
ら
ざ
り
し
か
。
」

〔
孟
子
〕
曰
わ
く
「
な
ん
す
れ
ぞ
知
ら
ざ
ら
ん
。
象
が
憂
う
れ
ば
亦
た
憂
え
、
象
が

ま

喜
べ
ば
亦
た
喜
ぶ
の
み
。
」
〔
万
章
〕
曰
わ
く
「
然
ら
ば
舜
は
偽
り
て
喜
べ
る
者
か
。
」

曰
わ
く
「
否
。
（
中
略
）
故
に
君
子
は
欺
く
に
そ
の
方
（
道
）
を
以
っ
て
す
べ
き
も
、
罔

み
ち

だ
ま

す
に
そ
の
道
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
以
っ
て
し
が
た
し
。
彼
は
兄
を
愛
す
る
の
道
を
以
っ

て
来
た
る
。
故
に
誠
に
信
じ
て
こ
れ
を
喜
び
し
な
り
。
な
ん
ぞ
偽
ら
ん
や
。
」

②
溝
口
雄
三
『
中
国
前
近
代
思
想
に
お
け
る
屈
折
と
展
開
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
八
〇
）
上
論
第
一
章
「
明
末
を
生
き
た
李
卓
吾
」
（
初
出
一
九
七
一
）56/57

頁

さ
て
、
李
卓
吾
は
こ
の
話
に
つ
い
て
、
舜
が
偽
っ
て
喜
ん
だ
の
で
は
な
い
と
孟
子
が

言
う
の
は
正
し
く
な
い
、
と
評
し
て
い
る
。
「
も
し
孟
子
の
言
の
ご
と
く
な
ら
ば
、
舜

は
象
が
己
れ
を
殺
そ
う
と
し
た
の
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
不
智
だ
。

相
手
が
己
れ
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
こ
れ
を
喜
ぶ
と
い
う
の
は
、
殺
し
を
喜
ぶ
こ

と
、
こ
れ
は
不
誠
だ
」
と
彼
は
い
う
。
で
は
舜
が
な
ぜ
喜
ん
だ
の
か
。
「
…
…
」
（
本
報

告
資
料
第
二
節
所
引
①
「
与
友
人
書
」
波
線
部
分
）
と
彼
は
い
う
の
で
あ
る
。

「
舜
は
象
が
自
分
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
象
が
憂
え
る
の
を
見
れ
ば
自
分
も
憂
え
、
喜
ぶ
の
を
見
れ
ば
自
分
も
喜
ぶ
。
き
ょ

う
だ
い
の
情
愛
に
は
、
抑
え
よ
う
と
し
て
も
抑
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
、
お
の

ず
か
ら
存
し
て
い
る
」
（
溝
口
著
の
引
用
は
書
き
下
し
文
、
三
浦
の
現
代
語
訳
）
と
朱

子
は
註
し
、
「
人
間
の
感
情
と
し
て
も
天
の
道
理
と
し
て
も
、
こ
の
境
地
に
お
け
る
在

り
方
を
極
致
と
み
な
す
」
（
同
前
）
と
程
子
は
い
う
。
孟
子
と
ほ
ぼ
同
軌
の
程
朱
の
こ

う
い
う
み
か
た
は
、
象
の
糊
塗
は
も
と
よ
り
舜
の
偽
喜
も
認
め
な
い
点
で
一
見
リ
ゴ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
み
え
て
実
は
一
面
な
か
な
か
に
牧
歌
的
で
あ
る
。
人
間
悪
に
対
す
る
み

か
た
が
単
彩
だ
と
も
と
れ
る
。
兄
弟
愛
を
標
榜
し
さ
え
す
れ
ば
加
害
も
被
害
も
い
っ
さ

い
冰
解
す
る
と
信
じ
て
い
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
愛
の
標
榜
が
通
用
し

な
い
ほ
ど
に
善
悪
愛
憎
の
ア
ス
ペ
ク
ト
が
複
雑
多
様
に
な
っ
た
時
代
に
は
、
そ
の
よ
う

な
愛
も
し
く
は
偽
り
の
な
さ
を
天
理
の
至
と
す
る
考
え
が
一
つ
の
規
範
と
な
る
と
、
そ

の
規
範
は
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
ゴ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
非
人
間
的
な
も
の

と
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
偽
り
の
な
さ
と
い
う
の
は
不
智
で
あ
る
と
同
時
に
不
誠
で
あ

る
と
李
卓
吾
は
い
う
の
で
あ
る
。

③
呂
妙
芬
『
成
聖
與
家
庭
人
倫
』
（
聯
經
出
版
、
二
〇
一
七
）
第
三
章
「
聖
人
處
兄
弟

之
變
」

（
一
）
舜
可
能
受
蒙
蔽
：
聖
人
不
逆
億
―
―
湛
若
水
・
蔡
清
・
朱
長
春
・
陳
懿
典
・
陳

龍
正
・
劉
宗
周

（
二
）
舜
未
受
蒙
蔽
：
聖
人
的
智
慧
與
教
化
―
―
程
頤
・
李
元
度
・
黄
端
・
李
贄
・
王

陽
明
・
羅
澤
南
・
李
光
地
・
陳
際
泰

④
松
野
敏
之
「
『
孟
子
』
に
み
え
る
聖
人
舜
の
悌
心
―
―
万
章
上
篇
第
二
章
に
関
す
る

朱
熹
・
張
九
成
の
解
釈
―
―
」
（
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
六
十
六
、
二
〇
一
八
）

一
、
王
守
仁
の
心
学
：
古
典
の
読
み
方
に
対
す
る
新
た
な
提
案

①
王
守
仁
（
号
陽
明
、
一
四
七
二
～
一
五
二
八
）
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
（
『
伝
習
録
』
巻
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下
第
九
十
六
条
）
：
先
生
曰
、
烝
烝
乂
、
不
格
姦
、
本
註
説
、
「
象
已
進
進
於
義
、
不
至

大
爲
姦
惡
」
、
舜
徴
庸
後
（
舜
典
）
、
象
猶
日
以
殺
舜
爲
事
、
何
大
姦
惡
如
之
、
舜
只
是

自
進
於
乂
、
以
乂
薫
烝
、
不
去
正
他
姦
惡
（
舜
が
堯
に
登
用
さ
れ
た
の
ち
に
も
、
象
は

な
お
毎
日
、
舜
を
殺
そ
う
と
ね
ら
い
つ
づ
け
て
お
り
、
実
に
こ
れ
以
上
の
姦
悪
は
な
い

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
こ
は
、
舜
自
身
が
義
に
す
す
み
、
そ
の
義
に
よ
っ
て
象
を

感
化
し
よ
う
と
は
し
た
が
、
し
か
し
象
の
姦
悪
を
た
だ
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
（
と
読

む
べ
き
で
あ
ろ
う
）
。
）
、
凡
文
過
揜
慝
、
此
是
惡
人
常
態
、
若
要
指
摘
他
是
非
、
反
去

激
他
惡
性
、
舜
初
時
致
得
象
要
殺
己
、
亦
是
要
象
好
的
心
太
急
、
此
就
是
舜
之
過
處
、

經
過
來
乃
知
功
夫
只
在
自
己
、
不
去
責
人
、
所
以
致
得
克
諧
、
此
是
舜
動
心
忍
性
、
增

益
不
能
處
（
そ
も
そ
も
自
分
の
過
失
を
ご
ま
か
し
、
悪
事
を
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
、

こ
れ
が
悪
人
の
一
般
的
態
度
で
あ
る
か
ら
、
も
し
象
の
是
非
を
指
摘
し
よ
う
も
の
な
ら
、

逆
に
か
れ
の
悪
逆
な
性
質
を
呼
び
覚
ま
す
こ
と
に
な
る
。
舜
が
は
じ
め
に
、
象
か
ら
自

分
が
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
事
態
を
招
い
た
の
も
、
象
を
善
導
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が

あ
ま
り
に
も
性
急
だ
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
点
は
ま
こ
と
に
舜
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
舜
は

そ
れ
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
ふ
だ
ん
の
努
力
は
自
己
陶
冶
に
こ
そ
注
ぐ
べ
き
だ
と
気
が

つ
き
、
他
人
を
責
め
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
お
互
い
に
和
や
か
な
状
態
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
過
程
こ
そ
が
、
天
が
舜
に
対
し
辛
い
思
い
を
さ
せ
て
、
で
き
な
い

こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
）
、
古
人
言
語
倶
是
、
自

家
經
歴
過
來
、
所
以
説
得
親
切
、
遺
之
後
世
、
曲
當
人
情
、
若
非
自
家
經
過
、
如
何
得

他
許
多
苦
心
處
。

②
『
伝
習
録
』
巻
下
第
四
十
五
条
：
一
友
常
易
動
気
責
人
、
先
生
警
之
曰
：
「
学
須
反

己
、
若
徒
責
人
、
只
見
得
人
不
是
、
不
見
自
己
非
、
若
能
反
己
、
方
見
自
己
有
許
多
未

盡
處
、
奚
暇
責
人
、
舜
能
化
得
象
的
傲
、
其
機
括
只
是
不
見
象
的
不
是
、
若
舜
只
要
正

他
的
奸
惡
、
就
見
得
象
的
不
是
矣
、
象
是
傲
人
、
必
不
肯
相
下
、
如
何
感
化
得
他
」（
「
学

問
は
、
ま
ず
、
己
を
省
み
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
い
た
ず
ら
に
人
に
も

と
め
る
だ
け
だ
と
、
人
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
が
目
に
つ
い
て
、
自
分
の
非
に
は

気
づ
か
な
い
ま
ま
だ
。
も
し
よ
く
己
を
省
み
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
は
自
分
の

数
多
の
不
十
分
さ
が
目
に
つ
き
、
と
て
も
人
を
責
め
て
い
る
暇
な
ど
な
い
。
舜
が
、
象

の
驕
慢
さ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の
秘
訣
は
、
何
よ
り
も
、
象
の
不
正
を
見

な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
も
し
舜
が
、
象
の
邪
悪
の
矯
正
に
ひ
た
す
ら
打
ち
込
ん

で
い
た
ら
、
い
き
お
い
象
の
不
正
が
目
に
つ
く
こ
と
に
な
る
。
さ
す
れ
ば
象
は
驕
慢
な

人
だ
か
ら
絶
対
に
舜
に
は
従
わ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
ど
う
し
て
彼
を
感
化
で
き
た
だ
ろ

う
か
。
」
）
、
是
友
感
悔
、
曰
：
「
你
今
後
只
不
要
去
論
人
之
是
非
、
凡
嘗
責
辨
人
時
、
就

把
做
一
件
大
己
私
克
去
方
可
」
。

◎
聖
人
舜
に
よ
る
「
失
敗
」
挽
回
行
動
の
分
析
と
そ
の
追
体
験
。

③
『
伝
習
録
』
巻
上
第
三
条
：
先
生
曰
、
心
即
理
也
、
天
下
又
有
心
外
之
事
、
心
外
之

理
乎
（
先
生
は
言
わ
れ
た
、
（
今
こ
こ
に
具
体
化
し
て
い
る
）
心
が
（
こ
の
場
の
す
じ

め
と
し
て
の
）
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
世
界
に
、
そ
う
し
た
心
を
脇
に
置
い
て
成

立
す
る
主
客
関
係
な
ど
あ
り
え
な
い
し
、
実
現
さ
れ
る
理
な
ど
も
な
い
だ
ろ
う
。
）
。

◎
と
も
に
可
塑
性
を
有
す
る
「
心
」
と
「
理
」
と
の
相
関

二
、
李
贄
と
焦
竑
：
万
暦
人
士
に
お
け
る
陽
明
学
の
実
践

①
李
贄
（
号
卓
吾
、
一
五
二
七
～
一
六
〇
二
）
『
焚
書
』
巻
二
「
与
友
人
書
」
：
古
聖
之
言
、

今
人
多
錯
會
、
是
以
不
能
以
人
治
人
、
非
恕
也
、
非
絜
矩
也
（
い
に
し
え
の
聖
人
の
言

葉
に
つ
い
て
、
今
の
人
士
は
ひ
ど
く
誤
解
し
て
い
る
。
だ
か
ら
人
が
人
を
治
め
ら
れ
ず
、

「
恕
」
で
も
な
く
「
絜
矩
」
で
も
な
い
の
だ
。
）
、
試
舉
一
二
言
之
、
…
…
乃
孟
氏
謂
、

舜
之
喜
象
非
僞
喜
、
則
僕
實
未
敢
以
謂
然
、
夫
舜
明
知
象
之
欲
己
殺
也
、
然
非
眞
心
喜

象
、
則
不
可
以
解
象
之
毒
、
縱
象
之
毒
終
不
可
解
、
然
舍
喜
象
無
別
解
法
矣
、
故
其
喜

象
是
僞
也
、
其
主
意
必
欲
喜
象
以
得
象
之
喜
、
是
眞
也
非
僞
也
（
し
か
し
孟
氏
は
言
っ

た
、
舜
が
象
（
の
来
訪
）
を
喜
ん
だ
の
は
偽
り
の
喜
び
で
は
な
い
と
。
だ
が
僕
は
と
い

え
ば
、
そ
ん
な
風
に
は
考
え
な
い
。
そ
も
そ
も
舜
は
、
象
が
自
分
を
殺
そ
う
と
し
て
い

る
の
を
は
っ
き
り
と
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
真
心
」
か
ら
象
の
来
訪
を
喜
ぶ
の
で
な

け
れ
ば
、
象
の
憎
悪
を
と
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
た
と
え
象
の
憎
悪
が
結
局
は
と

か
せ
な
く
と
も
、
象
の
来
訪
を
喜
ぶ
以
外
に
、
別
の
解
決
方
法
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら

象
の
来
訪
を
喜
ん
だ
の
は
偽
り
だ
が
、
そ
の
意
図
は
、
象
の
来
訪
を
喜
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
象
の
喜
び
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
舜
の
真
の
気
持
ち
で
あ

っ
て
偽
り
で
は
な
い
。
）
、

若
如
軻
言
、
則
是
舜
不
知
象
之
殺
己
、
是
不
智
也
、
知
其
欲
殺
己
而
喜
之
、
是
喜
殺
、

也
是
不
誠
也
、
是
堯
不
知
朱
之
嚚
訟
、
孔
不
知
鯉
之
癡
頑
也
、
不
明
甚
矣
、
故
僕
謂
舜
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爲
僞
喜
、
非
過
也
、
以
其
情
其
勢
、
雖
欲
不
僞
喜
而
不
可
得
也
（
だ
か
ら
僕
は
思
う
、

舜
が
偽
り
の
喜
び
を
発
し
た
の
は
（
舜
に
と
っ
て
）
過
ち
で
は
な
い
と
。
こ
の
場
の
情

況
や
成
り
行
き
の
な
か
で
は
、
喜
び
を
偽
装
す
ま
い
と
望
ん
で
も
、
そ
れ
は
出
来
な
い

話
だ
っ
た
。
）
、
以
中
者
養
不
中
、
才
者
養
不
才
、
其
道
當
如
是
也
、
養
者
養
其
體
膚
飲

食
衣
服
宮
室
之
而
已
也
、
如
堯
之
於
朱
、
舜
之
於
象
、
孔
之
於
伯
魚
、
但
使
之
得
所
養

而
已
也
、
此
聖
人
所
以
爲
眞
能
愛
子
與
悌
弟
也
、
此
其
一
也
。

②
（
伝
）
李
贄
『
四
書
評
』
孟
子
卷
五
：
舜
之
喜
、
謂
之
非
偽
喜
、
便
矯
性
情
、
但
其

偽
處
、
正
與
言
必
信
、
行
必
果
、
硜
硜
然
小
人
（
論
語
子
路
：
朱
註
：
果
必
行
也
、
硜

小
石
之
堅
確
者
、
小
人
言
其
識
量
之
淺
狹
也
）
不
同
耳
、
此
所
以
終
收
底
豫
之
化
也
與

（
舜
が
喜
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
偽
り
の
喜
び
で
は
な
い
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、

ひ
と
（
舜
）
の
気
持
ち
を
ね
じ
曲
げ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
彼
が
偽
る
そ
の
場
面
は
、

「
言
っ
た
こ
と
は
必
ず
守
り
、
行
動
は
必
ず
最
後
ま
で
と
い
う
、
こ
ち
こ
ち
の
小
人
物
」

に
よ
る
も
の
と
は
異
な
る
。
こ
れ
が
、
瞽
瞍
で
さ
え
も
満
足
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

感
化
を
、
舜
が
最
後
に
は
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
な
の
で
あ
る
。
）
。

◎
個
別
の
場
面
に
相
応
し
い
「
真
実
」
の
徹
底
追
究
、
「
柔
軟
」
な
思
考
態
度
。

③
焦
竑
（
一
五
四
〇
～
一
六
二
〇
）
『
焦
氏
四
書
講
録
』
下
孟
巻
十
二
「
曰
然
則
舜
僞
喜
一

節
」
：
校
人
欺
子
産
、
與
象
欺
舜
不
同
、
魚
既
烹
而
云
舍
之
、
無
迹
可
見
、
欺
之
誠
是

也
、
欲
殺
兄
而
云
愛
兄
、
其
迹
已
露
、
將
誰
欺
乎
、
但
聖
人
之
心
、
只
以
天
親
爲
重
、

故
從
前
之
事
都
不
計
較
耳
（
象
は
兄
を
殺
そ
う
と
し
な
が
ら
も
兄
を
愛
す
と
言
っ
た
。

そ
の
悪
逆
な
痕
跡
は
す
で
に
露
呈
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
っ
た
い
誰
を
欺
け
る
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
聖
人
の
心
は
、
血
を
分
け
た
親
族
を
ひ
と
え
に
重
視
す
る
も

の
で
あ
る
。
故
に
以
前
の
出
来
事
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
な
ど
ま
っ
た
く
な

い
の
で
あ
る
。
）
、
…
…
。
○
陽
明
子
曰
、
舜
之
喜
象
、
固
是
自
然
而
然
者
、
亦
是
不
責

備
象
要
他
爲
善
之
意
（
陽
明
先
生
は
言
っ
た
、
舜
が
象
に
対
し
て
喜
ん
だ
の
は
、
ま
こ

と
に
、
お
の
ず
か
ら
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
し
て
そ
う
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、

象
に
対
し
善
を
お
こ
な
う
よ
う
責
め
立
て
な
い
と
の
意
味
で
も
あ
る
。
）
、
…
…
、

一
旦
象
欺
我
以
其
方
、
若
又
責
備
他
欺
我
、
他
的
惡
性
定
又
激
起
來
、
故
信
而
喜
之

者
、
正
是
舜
動
心
忍
性
、
增
益
其
所
不
能
處
、
亦
是
舜
與
人
爲
善
、
成
就
象
的
美
處
（
ひ

と
た
び
象
が
自
分
に
対
し
、
道
理
に
か
な
っ
た
方
法
を
使
っ
て
欺
こ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
も
し
以
前
と
同
じ
く
、
自
分
を
欺
こ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
彼
を
責
め
た
な
ら
ば
、

彼
の
悪
逆
な
性
質
は
き
っ
と
ま
た
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
信
じ
て
喜
ぶ
こ

と
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
「
舜
動
心
忍
性
、
增
益
其
所
不
能
處
」
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た

舜
が
他
人
と
と
も
に
善
を
お
こ
な
い
、
象
の
美
点
を
成
し
遂
げ
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
）
、
此
等
若
心
微
意
■
者
、
可
不
勘
破
。

◎
個
別
的
場
面
に
お
け
る
修
己
と
治
人
の
同
時
実
現

三
、
方
大
鎮
と
王
夫
之
：
明
末
に
お
け
る
思
潮
の
展
開

①
方
大
鎮
（
一
五
六
三
～
一
六
三
一
）
『
荷
薪
義
』
巻
五
第
十
六
葉
「
答
舒
城
社
友
李
潔
甫

井
廩
問
」
：
假
令
舜
而
知
父
與
弟
之
必
殺
己
也
、
又
知
廩
與
井
之
爲
殺
機
也
、
陽
以
應

其
命
、
陰
以
敵
其
鋒
、
挟
両
笠
以
求
全
、
先
旁
空
而
覬
出
、
則
是
示
其
親
以
必
不
能
殺

而
與
之
闘
智
、
又
示
其
身
之
必
不
可
殺
而
與
之
闘
勇
（
か
り
に
舜
が
、
父
と
弟
が
自
分

を
必
ず
殺
す
だ
ろ
う
と
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
く
ら
や
井
戸
が
謀
殺
の
か
ら
く
り
で
あ

る
こ
と
も
ま
た
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
表
向
き
は
か
れ
ら
の
命
令
に
従
い
な
が
ら

も
、
そ
の
毒
牙
に
対
し
て
は
密
か
に
抵
抗
策
を
立
て
…
…
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
親
に

対
し
、
自
分
を
絶
対
に
殺
す
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
を
示
し
て
智
慧
を
競
う
こ
と
に
な

り
、
ま
た
、
自
分
が
絶
対
に
殺
さ
れ
る
は
ず
の
な
い
こ
と
を
示
し
て
果
敢
さ
を
競
う
こ

と
に
な
る
。
）
、
人
子
之
身
、
父
母
出
之
、
父
母
死
之
、
東
西
南
北
、
惟
父
母
之
命
、
而

故
藏
闘
勇
闘
智
之
意
于
骨
肉
顔
面
之
間
、
此
伯
奇
申
生
以
下
之
所
不
爲
、
而
謂
大
舜
爲

之
乎
、

舜
惟
知
有
父
母
之
当
順
也
、
井
與
廩
之
命
之
当
從
也
、
而
亦
不
問
火
之
所
自
起
、
井

之
所
自
蓋
也
、
故
見
瞽
瞍
則
喜
、
見
母
則
喜
、
見
象
則
喜
、
煕
煕
然
相
忘
於
孔
懐
同
氣

之
愛
也
、
豈
因
其
鬱
陶
思
君
之
言
、
以
愛
兄
之
道
來
而
後
喜
之
耶
（
舜
は
た
だ
、
父
母

に
は
従
順
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
井
戸
や
く
ら
に
関
す
る
命
令
に
も
服
従
す
べ
き
こ
と
を

ひ
た
す
ら
わ
き
ま
え
、
火
事
発
生
の
原
因
や
井
戸
が
蔽
わ
れ
た
理
由
な
ど
は
も
は
や
問

わ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
瞽
瞍
を
見
て
も
、
母
を
見
て
も
、
象
を
見
て
も
喜
ん
だ
。
和
や

か
な
気
持
ち
の
ま
ま
、
そ
れ
以
前
の
一
切
の
顚
末
に
つ
い
て
は
、
兄
弟
と
い
う
気
を
分

け
持
つ
者
同
士
の
愛
情
の
も
と
忘
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
象
の
「
鬱
陶
思

君
」
と
い
っ
た
言
葉
や
、
兄
を
愛
す
る
道
理
に
依
拠
し
て
来
訪
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

そ
の
結
果
と
し
て
象
を
喜
ぶ
こ
と
な
ど
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
）
、
…
…
、
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可
欺
以
其
方
、
難
罔
以
非
其
道
二
語
、
但
可
以
評
子
産
之
待
校
人
、
而
不
可
以
評
舜

之
待
象
、
父
母
之
不
我
愛
、
於
我
何
哉
二
語
、
但
可
以
表
公
明
高
之
意
、
而
未
可
以
表

舜
之
心
、
總
之
天
性
之
親
、
無
所
容
其
計
較
、
一
体
之
脈
、
無
所
容
其
喜
怒
也
、
故
人

子
不
幸
而
處
舜
之
境
者
、
亦
曰
希
舜
之
忘
而
已
矣
（
要
す
る
に
、
天
命
の
も
と
親
族
と

な
っ
た
者
に
対
し
て
は
分
別
を
差
し
挟
む
余
地
な
ど
な
く
、
気
を
同
じ
く
す
る
血
族
に

は
喜
怒
の
感
情
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
人
の
子
で
、
不
幸
に

し
て
舜
の
如
き
境
遇
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
者
に
も
、
舜
の
如
き
絶
対
的
忘
却
の
態
度

を
願
う
だ
け
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
）
。

◎
「
現
場
」
へ
の
集
中
→
「
忘
」
の
強
調
、
「
脱
」
因
果
論
的
態
度

②
王
夫
之
（
号
船
山
、
一
六
一
九
～
一
六
九
二
）
『
四
書
訓
義
』
巻
三
十
三
「
孟
子
九
」
：
父

子
兄
弟
之
際
、
亦
至
難
言
矣
、
均
爲
天
性
之
愛
、
而
孝
子
之
於
父
母
、
仁
人
之
於
兄
弟
、

則
又
有
不
一
致
者
、
要
以
求
此
心
之
安
而
已
（
親
子
兄
弟
の
間
柄
に
関
し
て
は
、
や
は

り
極
め
て
語
り
に
く
い
。
親
子
と
兄
弟
ど
ち
ら
も
等
し
く
天
与
の
本
性
と
し
て
の
愛
で

は
あ
る
が
、
孝
子
が
そ
の
父
母
に
対
す
る
の
と
、
仁
者
が
そ
の
兄
弟
に
対
す
る
の
と
で

は
、
一
致
し
な
い
も
の
が
や
は
り
あ
る
。
し
か
し
要
は
、
み
ず
か
ら
の
心
が
安
ら
ぐ
こ

と
を
求
め
る
だ
け
だ
。
）
…
…
、
禮
者
人
子
之
自
盡
、
而
心
者
孝
子
之
所
以
安
親
、
舜

不
但
盡
諸
己
、
而
且
曲
成
乎
親
、
此
其
所
以
爲
孝
子
之
至
也
（
礼
と
は
人
の
子
が
み
ず

か
ら
を
発
揮
す
る
形
式
で
あ
り
、
心
と
は
孝
子
が
そ
の
親
を
安
心
さ
せ
る
う
え
で
の
根

拠
で
あ
る
。
舜
は
そ
の
心
を
み
ず
か
ら
に
発
揮
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
親
に
も
事
細

か
に
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
が
、
舜
が
孝
子
の
極
致
と
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。
）
、
…
…
、

孟
子
曰
、
此
豈
待
舜
揣
度
而
知
者
哉
、
象
之
惡
已
不
可
揜
、
而
舜
奚
不
知
也
、
不
知

而
何
以
免
於
焚
與
揜
也
、
惟
其
知
之
、
而
仁
人
之
心
於
此
別
矣
、
舜
之
於
象
、
自
盡
其

爲
兄
之
心
而
已
矣
、
故
象
之
辭
若
有
憂
焉
、
又
若
有
喜
焉
、
其
憂
也
、
觸
乎
舜
心
之
憂

而
與
之
俱
憂
焉
爾
、
其
喜
也
、
觸
乎
舜
心
之
喜
而
與
之
俱
喜
焉
爾
、
前
之
不
軌
之
謀
、

應
念
而
釋
、
此
之
相
感
之
幾
、
隨
念
而
生
、
舜
惟
知
我
之
憂
喜
與
共
者
、
乃
兄
弟
必
至

之
情
、
而
象
之
順
逆
、
不
在
其
意
中
也
（
孟
子
が
言
っ
た
、
こ
れ
は
、
ど
う
し
て
舜
の

揣
摩
憶
測
を
経
て
は
じ
め
て
知
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
象
の
凶
悪
さ
は
す
で
に

覆
い
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
舜
が
ど
う
し
て
知
ら
な
い
で
い
る
だ
ろ
う
。

知
ら
ず
に
い
て
ど
う
し
て
、
く
ら
を
焼
き
井
戸
を
ふ
さ
い
で
殺
さ
れ
そ
う
に
な
る
こ
と

か
ら
免
れ
る
だ
ろ
う
。
思
う
に
舜
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
。
だ
が
仁
者
の
心
は
、
こ
の

点
に
お
い
て
一
般
人
と
は
異
な
る
の
だ
。
舜
は
象
に
対
し
、
み
ず
か
ら
兄
と
し
て
の
心

を
発
揮
し
尽
く
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
象
の
言
葉
に
は
憂
い
が
あ
る
か
の
如
く
、

ま
た
喜
び
が
あ
る
か
の
如
く
で
あ
っ
た
。
そ
の
憂
い
は
、
舜
の
心
の
憂
い
に
触
発
さ
れ

て
と
も
に
憂
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
喜
び
は
、
舜
の
心
の
喜
び
に
触
発
さ
れ
て
と
も

に
喜
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
、
象
に
よ
る
常
軌
を
逸
し
た
企
み
は
、
感
情
の

発
現
に
し
た
が
っ
て
溶
け
去
り
、
こ
の
場
で
の
感
応
の
き
っ
か
け
は
、
感
情
の
発
現
に

し
た
が
っ
て
生
ま
れ
た
。
舜
は
た
だ
、
自
身
の
憂
い
や
喜
び
の
と
も
に
す
る
感
情
が
、

ま
さ
に
兄
弟
に
お
い
て
必
然
的
に
到
達
す
る
感
情
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で

あ
り
、
象
の
従
順
さ
や
反
逆
な
ど
は
、
そ
の
意
中
に
存
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
）
、

…
…
、
昔
雖
知
其
將
殺
己
、
而
今
固
以
其
道
來
矣
、
或
者
昔
所
知
之
未
眞
乎
、
或
者

其
有
悔
心
乎
、
舜
於
此
不
容
深
計
、
而
象
既
喜
、
我
不
與
之
俱
喜
、
則
是
我
友
愛
之
心

反
薄
也
、
誠
信
而
喜
之
、
所
以
待
弟
之
道
盡
、
所
以
待
弟
之
心
安
、
澹
然
相
忘
於
恩
怨

之
地
、
而
又
何
僞
焉
、
而
仁
人
之
心
有
不
可
以
私
意
測
者
、
於
此
極
矣
（
か
つ
て
舜
は
、

象
が
自
分
を
殺
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
今
、
象
は
た
し
か

に
正
し
い
道
理
に
も
と
づ
い
て
や
っ
て
来
た
。
或
い
は
か
つ
て
の
認
識
が
真
実
に
反
し

て
い
た
か
、
も
し
く
は
象
に
悔
悟
の
念
が
起
こ
っ
た
の
か
、
舜
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
こ
と
を
求
め
ず
、
逆
に
、
象
が
喜
ん
で
い
る
以
上
、
自
分
が
と
も
に
喜
ば

な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
我
が
友
愛
の
心
は
、
か
え
っ
て
薄
れ
て
し
ま
う
、
と
捉
え
た
。

ま
こ
と
に
信
じ
て
喜
ん
だ
。
だ
か
ら
弟
に
相
対
す
る
道
は
発
揮
し
尽
く
さ
れ
、
弟
に
相

対
す
る
心
は
安
ら
か
と
な
っ
た
。
恩
愛
や
怨
恨
の
地
平
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
感
情
を

お
だ
や
か
に
忘
却
し
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に
ま
た
ど
う
し
て
偽
り
が
あ
ろ
う
か
。
仁
者

の
内
面
に
、
私
意
に
よ
っ
て
は
推
し
測
れ
な
い
も
の
の
あ
る
こ
と
、
こ
こ
に
極
ま
れ
り

で
あ
る
。
）
、
…
…
、
若
其
於
兄
弟
也
、
則
俱
受
於
父
母
而
既
分
矣
、
分
之
而
欲
合
之
、

合
之
者
在
我
而
已
、
不
問
其
爲
誠
爲
僞
、
而
我
盡
其
誠
耳
（
兄
弟
の
場
合
は
、
父
母
か

ら
と
も
に
そ
の
気
を
受
け
継
ぎ
、
し
か
も
分
け
持
っ
て
い
る
。
分
か
れ
て
い
れ
ば
合
わ

せ
よ
う
と
思
う
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
合
わ
せ
る
の
は
自
分
以
外
に
な
い
。
相
手
が
本
心

か
虚
偽
か
は
不
問
に
付
し
、
自
分
が
そ
の
誠
を
尽
く
す
だ
け
な
の
だ
。
）
。

◎
感
応
の
場
に
お
け
る
絶
対
的
忘
却
、
「
気
の
思
想
」
の
一
展
開
。

お
わ
り
に

以
上


